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　二足歩行は人類の特徴とされていますが，人類が二
足歩行するようになった目的の一つとして，「手を自
由にする」ことが挙げられています。これに関しては
異論もあるようですが，類人猿とは異なり，親指と他
の指との長さのバランスが良いという構造は，人類の
手が器用に細かいことを扱うことを可能にしており，
手（上肢）が自由になったことによって物を掴んだり，
触れたり，様々な道具を使用したり，石を投げたり棒
を振り回したりというような攻撃ができるようになっ
たとされています。このような手の進化が人類の発展
に大きく寄与したことは疑いありません。ダーウィン
と同時代に活躍したスコットランドの外科医で比較解
剖学者だったチャールズ・ベルは，手の解剖に関する
詳細な書物を発表しています。この中でベルは「われ
われは人間の手に道具としてのあらゆる仕上がりの完
成を見る」と述べていますが，たしかに手は完成した
精緻な道具です。
　「目は口ほどにものを言う」という諺があります。広
辞苑によれば「情をこめた目つきは，口で話す以上に
強く相手の心を捉える」という意味だそうですが，実
は手の表情も目に負けず劣らず多彩です。手を使った
ジェスチャーやサイン言語は，人間同士のコミュニ
ケーションを豊かにし，相手との関係性を深める手段
として機能しています。例えば人差し指を立てて口元
に持っていく動作によって「静かにして！」というサ

インを送ることができますし，手のしぐさによって嘘
がわかる，というようなことを述べた心理学の書籍は
たくさんあります。ハンドモデル（手タレント）と呼
ばれる方々は手のしぐさによって多くのメッセージを
見る人に伝えることができます。このような非言語的
なコミュニケーションは，脳の言語領域とも関連して
おり，手の動きが脳内での情報処理に大きな影響を与
えることも知られています。有名なペンフィールドの
ホムンクルスの図の運動野や感覚野において，手の占
める割合が大きくなっているのはそのためかもしれま
せん。
　このように重要な役割を果たしている手ですが，高
齢になるとその機能に様々な不具合が出てくることが
知られています。本号の特集は山本美知郎先生による

「超高齢社会における手外科疾患の治療」です。高齢者
の手の機能は生活の質に直結し，痛みや不自由さは食
事や着替え，趣味などの基本的な活動に大きな影響を
及ぼします。そのため，手の健康を維持することは身
体的健康の領域を超え，精神的健康や社会的コミュニ
ケーションにも深く関与しています。この特集号を通
じて，手の健康管理の重要性を改めて確認し，適切な
ケアや治療によって高齢者の生活の質をどのように向
上させるかを考えるきっかけになれば幸いです。
 （田中　栄）
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